
江別市長　三好　昇

☎

☎

　東日本大震災の発生から 1年が経過しました。
　私は、このたびの大震災で、かつて当たり前であっ
た人と人との絆、支えあう地域社会の重要性、大切さ
を認識し、今改めて安全・安心な街づくり、災害に強
い街づくりを進めることとしました。
　政府は昨年、震災対応を最優先としつつ、地方一般
財源の前年度並みの確保方針を示し、増

ぞうすう

嵩する社会保障費に対し、社会保障
と税の一体改革を打ち出しましたが、取り巻く環境の変化などに、現在の社
会システムが対応できていないことから、今後は更なる地方負担の増加も懸
念されます
　江別市は平成 17 年頃をピークに人口が減少し、今後の街づくりは、あら
ゆる政策を、少子高齢、人口減少という状況下で進めなければなりません。
こうした状況の中、まちの活力を維持し、持続可能で強い経済力を持った街
づくりを行うためには、市民に安全安心な生活を提供することを基本に、地
元の資源を活用し、雇用を増やす経済の振興が不可欠です。
　幸いにも、昨年 12 月に指定を受けました「北海道フード・コンプレック
ス国際戦略総合特区構想」は、市が持つポテンシャルを大いに発揮できるチャ
ンスであり、これを契機にして市内の企業・大学・研究機関などが更に連携
し、地域経済を活性化して都市間競争に勝ち抜く必要があります。
　是非ともこのチャンスを活かし、江別の経済発展につなげてまいりたいと
考えております。
　新年度予算は、第5次総合計画後期基本計画の政策目標や方向性を踏まえ、
さらに私のまちづくりの基本姿勢「市民協働の推進」「人口減少への対応」「環
境への取組」「安全・安心なまちづくり」に基づき、事業の緊急度や優先度、
本格実施をしたパブリックコメントを踏まえて編成を行いました。
　不安定で不確実性を増す時代だからこそ、課題を先送りすることなく、将
来を見据えて果敢に立ち向かっていく必要があります。
　常に緊急度や優先度などを検討し、市民と対話しながら、時には苦渋の判
断を持って対処しなければならないことがあるものと考えています。
　お互いが優しさや豊かさを実感でき、「誰もが元気で活力あふれる街えべ
つ」を目指し、市民、自治会や市民活動団体、大学・企業などと手を携えて、
確かな明日に向けて相互に支え合いながら、共に歩んでまいりたいと考えて
おります。
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